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2009 年度は、2008 年度の活動評価を受けて、第五次環境行動計画(2007 年度～2009 年度)の最終

年度として環境活動を継続して取り組みます。 

 

今後の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 （補足）製品含有有害物質の全廃については、全廃達成済であり「環境配慮型製品の開発設計基準」に基づき 
     継続して全廃維持を推進。 
     廃棄物処理については、ゼロエミッション達成済であり「総発生量の抑制」への取り組みを推進。 

 

2009 年度の推進組織  ＰＦＵ環境シンボルマーク 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                                    お客様や社外の皆さまへ当社の環 
                                                                    境への取り組み姿勢を知っていた 
                                                                    だくために、1999 年 12 月に制定 
                                                                    しました。 
                                                                    当社の環境シンボルマークは、グ 
                                                                    リーン製品などに表示しています。 

 

 

 

222000000999 年年年度度度   実実実施施施計計計画画画 

環境対応指針                Green Product(環境配慮型製品の提供) 
■「Green IT Evolution」の推進    Green Factory(自らをグリーンに) 

Green Mind(環境行動文化の浸透) 

第五次環境行動計画の推進（2007 年度～2009 年度） 

スーパーグリーン製品の拡大 
■全事業部門で新規開発したグリーン製品を対象に、環境トップ要素を持つスーパーグリーン製品を 
 2009 年度末までに４５％以上とする 

環境効率ファクターの向上 
■全事業部門で新規開発したグリーン製品を対象に、2005 年度製品と比較して環境効率ファクター 

「２．３５」を 2009 年度末までに達成する 

環境に配慮したソリューションの推進 
■環境に配慮したソリューションを提供し、顧客先での環境負荷を低減する 

グリーン調達 
■製品用資材・ソフト・サービスの調達において、積極的に環境配慮へ取組む取引先からの調達を 
 推進する 

グリーンファクトリー、グリーンオフィスの推進 
■環境配慮活動を積極的に推進する 

地球温暖化対策 
■エネルギー消費 CO2を 2009 年度末までに 1990 年度比３％削減する 

地球と自然を大切に 

環境委員会 

環境憲章／環境行動計画の策定 

グリーン製品ＷＧ 
・スーパーグリーン製品の開発推進 
・省エネ対策推進 

グリーン調達ＷＧ 
・製品用資材／ソフト／サービスのグリーン 
調達推進 

環境活動ＷＧ 
・環境マネジメントの仕組強化運用推進 
・省エネ推進／廃棄物ゼロエミッション維持 

化学物質管理（ＣＭＳ）ＷＧ 
・製品含有化学物質の適正管理推進 
 




